図形の総合問題　（その１）
１　右の図の四角錐OABCDにおいて、底面ABCDは
　1辺の長さが4cmの正方形で、辺OA、OB、OC、OD
　の長さはすべて8cmである。
　このとき、次の(1)～(3)の問いに答えなさい。
(1)四角錐OABCDの体積を求めなさい。

(2)辺OA上に点Pがあって、OP＝6cmのとき、

　線分BPの長さを求めなさい。

(3)点QはOB上を、点Rは辺OC上を動くとき、AQ＋QR＋RDの最小値を求めなさい。

２　右の図の三角形ABCにおいて、辺ACの
　中点をDとし、AE：EB＝1：3になるように

　点Eを辺AB上にとる。線分BDとECの
　交点をFとするとき、EF：FCを最も簡単な
　整数の比で答えなさい。
３　右の図のように辺の長さがすべて6cmの
　三角錐OABCがある。
　このとき、次の問いに答えなさい。
　(1)三角錐OABCの表面積を求めなさい。
　(2)辺OAの中点をMとし、点PがOB上を
　　動くとき、MP＋PCの最小値を求めなさい。

４　右の図は、半円Oを、弧ABが直径AB
　に接するように折り返したものである。
　折り目CDの長さを求めなさい。
　ただし、円の半径は8cm、BE＝2cm、
　点C、Dは弧AB上の点であり、点Eは

　直径AB上の点とする。
図形の総合問題　（その２）
１　右の図で、点Aの座標は(0, 6)で、

　∠OBA＝30°である。△AOBを点Aが

　線分OB上にくるように折るとき、次の

　問いに答えなさい。

(1)　折り目が∠AOBの二等分線になるよう

　に折るとき、点Aと重なる点の座標を求め

　なさい。

(2)　点Aが点C(4, 0)と重なるように折るとき、折り目の直線とy軸との交点をDとして、CDの長さを求めなさい。

２　右の図で、四角形ABCDは1辺が10cmの

　正方形で、Mは辺BCの中点である。点Bが

　中心で半径が10cmの円とDMとの交点Nか

　ら辺BCに垂線NHをひくとき、NHの長さを

　求めなさい。
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図形の総合問題　（その２）
１　

(1)折り目の線とABとの交点をP、点Aと重なる点をA’とする。

　△AOP≡△A’OPなので、OA'＝6

(答)　(6, 0)

(2) 折り目の線とABとの交点をPとし、D(0, t)とすると、

　△OCDで三平方の定理により、CD2＝t2＋16

　また、△APD≡△CPDなので、AD＝CD　→AD2＝CD2　　
　AD＝(6－t)と、CD2＝t2＋16を代入してから解くと、t＝
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　よって、AD＝6－
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(答)

１　

　△MNH∽△MDCで　MH＝xとすると、

　x：5＝NH：10なので、NH＝2x
　BNに補助線を引くと、BNは円の半径なので、10cm

　△BNHで三平方の定理を使って、x＝3

(答)6cm　
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